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Ⅰ．問題意識 

超高齢･少子時代を迎えるわが国においては、高齢者の『生き生き人生への主体的な取り

組み』と社会全体への活性化へいかにしてつなげていくかが問われている。一方、中高齢

者が節目において次のステージへの『移行』がスムーズにいかないという問題が生じてい

る。人生８０・９０年といわれる今日、まだ先のあるライフ・キャリアにおいて、中高齢

者がこれからの高齢社会に活路を見出し、また、世代間のパイプ役として生き抜いていく

ことは、一つの時代の要請であろう。したがい、中高齢者個々人が自身のライフ・キャリ

の「節目」をしっかりと見据えていくことは、今日的課題の一つであり、さまざまな高齢

者の経験などを基にした質的研究は有意義であると考える。 

Ⅱ．研究目的 
本研究では、中高齢者のライフ・キャリアトランジションという主観的なテーマの質的

な側面を理解するために、高齢者が中高齢期の節目にどのような葛藤・悩みなどをのり越

えてきているのか、“移行”に関するライフレビューの事例などから、共通する概念生成を

試みることを目的とした。 
Ⅲ．研究方法 
１．研究協力者：協力者は現在も就労している、また年金生活者で、何らかの役割活動

を続けている６５歳以上の男性高齢者９名（65 歳～73 歳、平均年齢 67.8 歳）である。 
 ２．データ収集・期間：面接は 1 人、1～2 回、1 回 1 時間～１時間半前後で、2008 年 8

月下旬～11 月中旬の約 3 ケ月で実施した。面接は半構造化インタビューで行われた。 
 ３．分析方法：質的調査の研究方法の中でインタビューデーターに即した形で概念生成

に適したグラウンデッド・セオリー・アプローチで、木下（2007）が提唱している修

正版のＭ－ＧＴＡを採用し、その手順に準拠して分析を進めた。 
Ⅳ．結果および考察・結論 
 分析テーマは、中高齢期での「転機」のプロセスとした。分析テーマに照らしてデータ

の関連個所に着目し概念生成を行い、概念間の関係からカテゴリーを作成した。本研究で

は、13 回のインタビュー面接データの分析の結果、１８の概念からなり、６つのカテゴリ

ーが生成された。先ず、「トランジション」の受容のプロセスとして、《仕事生活での転機》

《市場環境の変化と役割交代の認識》があげられた。中高齢期のキャリア トランジション

の第１段階と言える。つまり、直前までの仕事体験（成功体験が多い）やその習慣が自分

のなかにいつまでも存在している。次に「学び」のプロセスでは、２つのカテゴリーは、《成

長への体験》と《気づき》であった。他には、《定年後のライフ・キャリア》および《自己

責任の自覚》の概念が生成された。高齢者の語りからは、ある程度の時代性や環境の違い

は否めないが、高齢化や市場環境の変化は今日の日本の社会に共通するものであり、高齢

者が中高齢期の節目で経験した『移行』は本質的に異なるものではないと考える。その意

味では、一側面を描き出せたのではないかと考える。節目で『ライフ・キャリア』をしっ

かりデザインすることは、トランジションをスムーズに乗り越える鍵になるものと考える。 
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